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絹糸腺の乾物量及び水分量の成長と液状

絹水溶液の性質

金子英雄

倉澤文夫

1．緒　　　言

　絹糸腺の成長に關しては先づ八木氏の研究ありci次式の如きRober七son氏自｛醐蜀媒反悠によりて

表示せらる玉事を報告せり。

　　　xlog　　a＿x　　＝k（七一七1）

反態速度恒数kは五齢期rlaではこつの恒数をえたり。EPち例へば世界一の雄獄脱皮後より3日日まで
Vc±k＝＝O．27　1L［1　f三1擢量以後は工c＝＝0．77なりo

　次に液1伏絹水溶液の諸性質の研究は最近一Jl，1：上、可ヒ澤爾氏により報告せられ、粘度、界面張力、等電

黙混濁度等につき實験せられたり。余等も少しく之れ等に關し實験せるを以てその一部を此所に報

告せんとす。

2，絹糸腺の水分及乾物量の攣化

　五齢期に於ける家獄絹懸腺中の水分．及び乾物量の攣化量を測定せり。帥擁護r吊種は春獄期は日110號

×支102脱、夏獄期には支102號×日110號を使用し敦れも本校養鑓部にて飼育せるものなり。毎日午

前八時と午後四時に雌超童別々二頭つつの絹糸腺を取り出し水にて洗ひ後濾紙1こて附蒲水を除き秤彙罎

中にて直ちに秤量し後110°Cの垣濃器申にて可吃燥せしめて乾物及び水分量を測定し10組の平均結果よ

り一頭に酎する攣化量は次の如し。

春獄　（♂）

　　　　　　　　　　　　午　前　　　　　　　　　　　　　　　午　後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v．・’・－・ny・・－－Pt－’‘・．．・．・－－“・．－・’n－■

　　　　　　　　　x（絹綜腺量）　　△x　　　　　　x　　　　・　△x
　ヨi二　齢　 起　　盤窺　　　　　　　　　　0．0302g　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　0●0302g　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　1　目　　　　　　0．｛｝742　　　　　〔〕．04庄O　　　　　　　　　　　　－一　　　　　　　　　一

　　　　2　　日　　　　　　　　　　0．1【）42　　　　　　　　し｝。0300　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　3日　　 O．2233　　0．1191　　　　0．27〔｝9　　　　－
　　　　4　　日　　　　　　　　　　0。4137　　　　　　　　0．190d　　　　　　　　　　　　　　　O，5035　　　　　　　　　　0．2B26

　　　　5日　　 0．6835　　0．2698　　　　0◆7985　　　0．2950
　　　　6　　日　　　　　　　　　0．948」．　　　　　　　O．2646　　　　　　　　　　　　　　1，0667　　　　　　　　　　0．2682

　　　　7　　日　　　　　　　　　　エ．1368　　　　　　　　（　．1887　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一　　　　　　　　　　　　　　一m

　△X　は一口の増加壷を表す。



ηo　　　　　　　　　　　鴛　　綜　　學　　雌　　　誌　　　　　　　　　　　〔第四饗

春職　（♀）

　　　　　　　　　　　　　　午　　前　　　　　　　　　　　　　　　　午　　後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　　　　　　　△x　　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　△x

π齢浬慾　　　　　　　0・0312　　　　　　－　　　　　　　　　　一’　　　　　　｝
　　　1　　tli　　　　　　　　　　　　　O．（）782　　　　　　　　　0．0470　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　－

　　　2　　日　　　　　　　　　　O．0966　　　　　　　0．018d．　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　 ＿

　　　3日　　　　O．2194　　　0・エ‘A28　　　　　0・2835　　　　－
　　　4．n　　　　　O．4nO　　　9．1916　　　　　　0・5112　　　　0・2277

　　　5rl　　　　O．7287　　　0・3コ77　　　　　0・8391　　　0・3279
　　　6　　「1　　　　　　　　　　　　　〔｝．9967　　　　　　　　　0．2680　　　　　　　　　　　　　　　　ユ．0669　　　　　　　　　　0．2278

　　　7　　刷　　　　　　　　　　　　　　ユ．1589　　　　　　　　　0，1622　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　＿

日々の増加量△xは5．51．F口L］蔓最大値に

逮し後は略樹稽的に減少す。之を圃示　　o・d

すれば右圃の如く二日以後は同一の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．3
Cyeleに鵬卜一口は前のCycleの影

響を受く。　　　　　　　　　　　　　o．2

0，1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　01234567
　（1）絹糸腺乾物の放便曲線　（春獄♂）

　iπ齢期日数　　x（1陀物澱）　　　x－w　　　　a－一（x－w）　　　1く成侵速慶恒数）

　チ匙⊇　　　　獄　　　　　　　　　　3．5nigr．　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　コ　　日　　　1三i　　　　　　　　　　　4．5　　　　　　　　　　　　　　　：正．0　　　　　　　　　　　　　　　　309。0　　　　　　　　　　　　　　　　　1，3317

　2　　口　　目　　　　　　　　 14．5　　　　　　　　　　　11．0　　　　　　　　　　　　299．0　　　　　　　　　　　　　0．9982

　3　　日　　目　　　　　　　　 30．4　　　　　　　　　　　25．9　　　　　　　　　　　　284，1　　　　　　　　　　　　　1、0396

　4　　日　　目　　　　　　　　　　71．1　　　　　　　　　　　　67，6　　　　　　　　　　　　　　242．4　　　　　　　　　　　　　　　0．9798

　5　　日　　目　　　　　　　　 143。0　　　　　　　　　　　139．5　　　　　「　　　　　　　　170．5　　　　　　　　　　　　　　1．0971

　6　 同　　目　　　　　　　211．8　　　　　　　　　 208．3　　　　　　　　　　　　101。7　　　　　　　　　　　　 1．0212

　7　　1…1　　目　　　　　　　　　270．生　　　　　　　　　　　　266．9　　　　　　　　　　　　　　　　43．1　　　　　　　　　　　　　　　　1．0695

　wは起羅の乾物量にして（1“｝v）は五齢期に於ける乾物最の成長量、aは絹糸腺の乾物量がこの速

度で威長を績けると假定せる時の最大乾物量にして域長曲線より求む。域長速度恒数Kは次の自働脚

媒反慮式より求む。

　　　　　　　　2．3　　　　　x－w
　　　　K－k七一七1）1°9酬・－w∫

｝△x
@↑■㎜

春慾
，幽馬 @「、

δ＿

梶c”顧

　　　’@　’@　4@　’　’

@’@’’

、

、、、　、　、　、　、　　、

　’

、　1　．

謎，’，

一→t⊂日敷）

　但し㌔＝：5．3，翫篇310mgrとせりo

自Pち1日同のKは前Gycleの愚多響あり、2El後は大略一一定数と見徹されうるを以て五齢期における絹糸腺

の乾物量の成長は一1：式に從つて迩むものと考へらる。曲線一kよゆ考ふれば殉…口乃至二口位乾物量の

増力iiを來しうることが出來るQ

　容獄（♀）
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五齢期口数　　　　　x　　　　　　　x－w　　　　a－一一（x－一．w）　　　　K　　．　し　ノ
起　　　　　　盤霞　　　　　　　　　　　　4，5nユgr。　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　・し　　　　　　　　　一　　　　，　　　　　　　『　　　　一一瑚　　P

1　　同　　目　　　　　　　　 4．9　　　　　　　　　　　　0，4　　　　　　　　　339、6　　　　　　　　1．0557

2Fl目、　　23・a　、　　　18・9　　　321・1，　　0．8832
3　　日　　財　　　　　　　　　　46．1　　　　　　　　　　　　　　d1，6　　　　　　　　　　　298．4　　　　　　　　　　0．8924

4　　日　　　阿　　　　　　　　　　89．7　　　　　　　　　　　　　　　85，2　　　　　　　．　，　　25dl．8　　　　　　　　　、　0．91⑪8

5　　日　　　目　　　　　　　　　　159，3　　　　　　　　　　　　　　　15d。8　　　　　　　　　　　　185．2　　　　　　　　　　　⑪，8947

6　日　目　　　　　224．4　　　　　　　　219。9　　　　　　　120．1　　　　　　0．6969　　　　1

7　　日　　目　　　　　　　　　288．7　　　　　　　　　　　　　284．2　　　　　　　　　　　　55．8　　　　　　　　　　0，9016

肌K－（、彗ろ1・9蒜㌦）　　　　　　、
　　　　もノ富5冊2，　　　 a＝340　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1ト
@　　　　

1厨日を除き同一cycleは略上式に從ふて乾物は成長す。而して夏慧に款きても同」孫吉果な躯ば此所に

略す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、　　　’　、

（「「）絹糸腺中の水分の域風i封線

　春獄舎　（午前測定醸）

　五齢期F徽　　　　・（水分量）　　・－W　　　te（・－W）　　　K　，
　1匙当　　　　ll齪　　　　　　　　　　　　　　　　　0．0267gr，　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　・　　　　　　　＿一

　，t　　口　　　i…夏　　　　　　　　　　　　　　　　　0．0697　　　　　　　　　　　0．0430　　　　　　　　　　　0．8570　　　　　　　　　　　0．8303

　2　　日　　 目　　　　　　　　　　　　　　、　〔〕．OB97　　　　　　　　　　0．0630　　　　　　　　　　0，8370　　　　　　　　　　1．07呂7

　3　　日　　 儲　　　　　　　　　　　　　　　　O。1929　　　　　　　　　　0，1662　　　　　　　　　　0。7338　　　　　　　　　　1．0580

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・l
　d　　日　　　！…1　　　　　　　　　　　　　　　　0．342G　　　　　　　　　　O．3159　　　　　　　　　　0．584，1　　　　　　　　　　1，0235

　5日EI　　　　O・550・　　　0・523t　　　O・3766　　，0．8986－　，，
　6　　日　　属　　　　　　　　　　　　　　　　O。73ユ3　　　　　　　　　　0，7046　　　　　　　　　　0．It95tk　　　　　　　　　　O，9，　154i

　7　　目　　　日　　　　，　　　　　　　　　　　　　0．e66d　　　　　　　　　　　O．8397　　　　、　　　　　　O．0603　　　　　　　　　　　1．0948

　　　　　　2．3　　　　　　x－－w　　・
肌K：（七＿4：6r1°9禰にζ父端）

　　　wは起獄の水分量を示す。　　　　　　　　　　　　　，、

　春　獄　♀　（午前測定値）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　五齢期日数　　　　　　x　　　　x－・v　　　a－（x－w）　　　K
　ia　　　　　懲　　　　　　　　　　　　　　　0．0267　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　＿

　】L　日　　　日　　　　　　　　　　　　　層　0．0733　　　　　　　　　　0．0466　　　　　　　　　　0．．853a　　　　　　　　　　O．8050

　2　　EI　　日　　．　　　　　　　　　　　　　O．0831　　　　　　　　　　0．056・l　　　　　　　　　　o．8d』36　　　　　　　　　　1．0396

　3　　f，i　　EE　、　　　　　　　　　　　　　　0，1848　　　　　　　　　　　0．1581　　　　　　　　　　0．7dlCj　　　　　　　　　　O．9660

　4　　日　　日　　　　　　　　　　　　　　　O．3350　　　　　　　　　0．3083　　　　　　　　　0．5917　　　　　　　　　0．9959

　5　　日　　 目　　　　　　　　　　　　　　　　0．569畳　　　　　　　　　　　⑪．5427　　　　　　　　　　ρ．3573　　　　　　　　　　　1．0396

　6　　日　　 目　　　．　　　　　　　　　　　　0．7723　　・　　　　　　　　O，7456　　　　　　　　　　0．15生4　　　　　　　　　　　1．1224

　7　　日　　 目　　　　　　　　　　　　　　　　0．8702　　　　　　　　　　　0．8義35　　　　　　　　　　0．0565　　　　　　　　　　　1．．Z247

1但しKは雄獄と同一式なり。　　　　　　　　　・　・…　　　　、　　噂・．、1
津れより絹糸腺中の水分量の成長も乾物量と同様PLobert：　on氏の自働脚媒反鷹式によつて表示せら

る。夏鷲に就きても同一結果を得，但し水分増抑量Xは五齢期の御明では春獄より小にして三口潤頃

より春獄の時より大となゆ途には1暗同一最となる。
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（工工工）絹糸腺中の水分率（％）

絹糸腺量に封する水分の割合を百分率で示せぼ次の如し。

　　　　　　　　　　　　聯　　　　鑑　　　　　　　　　　　　　夏　　　　舐

五　歯令　匙二　姦　　　　　　　　　88．4％（♂）　　　　　　　89．5（早）　　　　　　　　　87．9％（♂）　　　　　　　88．2％（♀）

　　　1　　口　　　　　　93，9　　　　　　　　93。7　　　　　　　　90．1　　　　　　　89．2

　　　2　　　日　　　　　　　　　　86．1　　　　　　　　　　　　　86。0　　　　　　　　　　　　　87．7　　　　　　　　　　　　　86．4

　　　3　　　日　　　　　　　　　86．6　　　　　　　　　　　84．2　　　　　　　　　　　86．8　　　　　　　　　　　87．3

　　　4　　　日　　　　　　　　　82．8　　　　　　　　　　　　81。5　　　　　　　　　　　　83．5　　　　　　　　　　　　83，6

　　　5　日　　　　　80．A　　　　　　　78．i　　　　　　　79．6　　　　　　　79．9

　　　6　　日　　　　　　　 77。5　　　　　　　　　　77．9　　　　　　　　　　77．2　　　　　　　　　　76．8

　　　7　　　日　　　　　　　　　76．6　　　　　　　　　　　　75．1　　　　　　　　　　　　76．2　　　　　　　　　　　　76．7

之れを圖示すれば右圖の如く2日後は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水g5
水分率（％）は略日数に比例して減少し　　分

顯では76％位なり．一方絹綴物妻、。

蛋白質粒子の聚合度を高め他方に於て

は日殿の鰹るにつれ水分率を減じて飽　　　85

和性を峨大し次第に牽引紡糸に好都合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80
になすものと考へらる。この爾方面よ

りも五齢期初めの絹縣腺は縣を作る上　　　75

に不灘にしてある醐腰すべきな　起12　’3”56融
り。

o 春銀♂…・9－。

9

o

「

3、液朕絹水溶液の性質

　液llk＄fi水溶液に關しては井上、北澤爾灰が最近研究せられ粘度、界面張力や等電瓢等を測定せられ

たり。余等も亦二三の性質につき實験しだるを以て此に報告せんとす。

　水溶液濃度0．3％附近のものを作る回的にて一端を切れる絹綜腺を氷を以て冷却せる廣口試験管中

に入れ蒸溜水を加へて硝子棒にて齢かに掩絆して分散せしめ後濾過して水溶液を作り二時間後測定

せり。

　　　　　　　　　　　分散灘度（聯銀）　　　　　　分散濃度（夏鐡）　　　　　　　PH（夏獄）

　　五　齢　 起　 蛋華こ　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇．317　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5。45

　　　　　1　　El　　　　　　　　　　O．2盛2％　　　　　　　　　　　　　 O．210　　　　　　　　　　　　　　 5．59

　　　　2　日　　　　　　　O．328％　　　　　　　　　　0．336　　　　　　　　　　5．54

　　　　　3　　　日　　　　　　　　　　　　　o。365　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．36‘A　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．08

　　　　庄　　　日　　　　　　　　　　　　　　0．395　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，392　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．01

　　　　5　　El　　　　　　　　　　O．生47　　　　　　　　　　　　　　　0，438　　　　・　　　　　　　　　　　5．76

　　　　6　　口　　　　　　　　　　O．493　　　　　　　　　　　　　　 0．4』65　　　　　　　　　　　　　　5．93

　　　　　7　　　目　　　　　　　　　　　　　　0．517　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．庄92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．015

日数の纒るにつれて機械的に分散せしめられ易くなりそのPH値の攣化は獄兇休液のそれの攣化に略

並行す、但し其値は小なり。而して△x／Atの大なる三日乃至四日図頃はPH値も亦最大に蓬し五日国

以後のPH値増力1は液歌絹綜のゲル化の進行に伸ぶ結果と考へらる。一般にゾルのゲル化するやそ

のPH値を増加せしむるのである。
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　　　　　　　　耀難繋磁）　寒面鵠鎧，一一・魯
　　フte　ec　　2．49　　2．72’　91．2　　　＿　　92．6　　　－－
　　1　　日　　　　　2・23　　　、　‘A　．09　　　　85．3　　　　　－　　　　　84．8　　　　　＿

　　2　日　　　2・14　　1・97　　104．0　　18．7　　95．7　　10．9
　　3　　日　　　　1・82　　　　1．82　　　　115．2　　　　U．2　　　　103．1　　　　7．4

　　d　日　　　1・62　　1・73　　132．6　　ユ7．4　　122．3　　19．2
　　5　日　　　1・22　　1．57　　155．0　　22．4　　150．9　　28．6
　　6　　　　日　　　　　　　0．75　　　　　　　1。43　　　　　　167．0　　　　　　　12．0　　　　　　157．5　　　　　　　6，6

　　7　　　　　日　　　　　　　　　　0．74　　　　　　　　　1．33　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　’　　一

但し・は5“＝ヌ祇丁…i・m・t・・の醐触灘し界醸力砒例す。畷の維1つにつれ砒騨

度Kは減少するに反し回韓角は塘大す。界面張力の増加は溶液の表商に薄膜を形域する作用次第に増

加する爲めと考へらる・熟慧憤肋者畷繍膜の形囎しくて購角の測定祠能なり．igして

△αは五日国頃最大億を有す。

　　　　　　　　　　　　比粘度　　　　　　　　　　2．5

　　　　　　　　　－　　　　　　　　雅　駕（200C）　　夏　慧（200C）
　起　　　　霊緩　　　　　　　　　　　1露026　　　　　　　　　　1．‘｝99　　　　　　　　　　　　　　　2

　エ　　　　　「5　　　　　　　　　　　1．050　　　　　　　　　　　1、050

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．5　2　　　　　1三1　　　　　　　　　　1。〔，62　　　　　　　　　　1．062

　3　　　　　口　　　　　　　　　　　1．111　　　　　　　　　　1．123

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　4　　　日　　　　　　　1．207　　　　　　1．111

　5　口　　　1・30d　　　1．‘ao7　　　　0．5
　6　　　　　日　　　　　　　　　　　1、388　　　　　　　　　　1，309

　7　　　　　FI　　　　　　　　　　　工．388　　　　　　　　　　　1．庄OO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．2　　　0．3　　0．4　　0。5　　0．6

雌f脇゜s翻眠鍍計によりて測定し：」c式よ昧めた肝均結某勧。

　　　　　　　　七。d
　　　　　η　七。d。im

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

比粘度の次錬枷ける膿度及罎白難子の聚合性の榊1によるものと考へらる。

翼せる掃順姻薇曜嵐・肝吸鰍及びPH鱗の醐なれど駄激のみt、，・t」一へ’，、1、1・ll－1

tPtgiば綱の如し・いつ肋裾蜀も4剛櫛臼附近で最も急激な礫化を示す。而して6El　M以

後は繍難櫨の攣化はあるも水1糠の蝦麟麹それと雌を示さす．從つ礁勲鰍團

遍露婆難欝饗墾磨ものとすれ燃液噸Lのみ塒ふ・時は・1・・E似麟

麟液の激は駈購」職に上ヒ例する鶴て前附畑糊・於ける・燃液の性質曜化とも．1、’II

倣し筋れ・懲勲勒1に21三行し儲闇の職を來以第にゲルの飽測雌噂き6H　EIに飽訴，

燵し以後は獅に過飽鰍灘憂幅と考へらる．從つて嫌は飽不・なり過飽和の撫燵せんと
する頃行はるSものならん。

ムユ．4

　’@’@’
f

，　「

一1．3

翼　赤窟
£騰醗鼻比粘度

工．2

nレノ9 　ノ@づ　’ 整

一GOnc，（％）

4・結　　　果

（1）家灘纈の五1欄燃ける寧乞物嶽び水・頒の賑曲灘R・b・・’七・・職蛸鞭媒騰式に
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　從ひ二日口以援は速度恒数は同一なり帥ちone　cycleに騰す。

（2）ll医の増加量△x劇1日1；噸最大となり且つ最大値はAr．後測定せるもの坊午前諺1腱せるもの

　より大なり。　　　’

（3）絹糸腺中の水分率（％）はEl数を経るにつれて二日日以後は略直線的に漸減し熟灘1寸近に於ては

　76％を有す。ゲルの飽和性を糟す。

（4）　液状絹水溶液の諸性質を槍したるに

（イ）五齢期日数の経つにつれ界面に薄膜を形成する作用次第に著Lくなる。

　（Pt）糧子の聚合性を増大す。　　　　　　　．　・　　　　　　　　　　　　　　　1

　（ハ）　六日以後は大なる性質の攣化なし、即ち吐糸に適當な欣態を皐し始むと考へらる。但し絹糸

　　腺の増加はあり。従つて吐糸はゲルの飽和より過飽和ナ伏態に移らむどする時行はるNものと塘へ

　　らる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和7年r月15P受理）

文　　　獄　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　　　・　　・
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